
令和元年９月の主な動き、取組 

 

１ 雇用失業情勢への対応（令和元年７月内容） 

 

 

 

 

・各種支援事業、求職者支援制度、各種助成金などの活用による就職促進 

・積極的な求人開拓の実施 

 ・若者、女性、障害者、高年齢者の就職実現 

 

 

２ 全国労働衛生週間の実施について 

 

 

 

 

 

３ 令和２年３月新規高等学校卒業予定者職業紹介状況（令和元年７月末現在） 

〇 求 人 数  5,536 人 対前年同月と同数※１ 

〇 求 職 者 数  4,138 人 同 1.1％（48 人）の減※２ 

〇 求 人 倍 率   1.34 倍 同 0.02 ポイント上昇※３（平成以降最高値） 
 

※1. 求人数は、鹿児島県内で受理したものを計上しています。 

※2. 求職者数は、学校やハローワークからの職業紹介を希望する生徒です。 

※3. 求人倍率は、厚生労働省本省発表にあわせて全求職者と県内求人により算出しています。 

高等学校、ハローワーク、鹿児島県と連携しひとりでも多くの生徒が就職できるよ

う支援を行います。 

 

 

４「障害者就職面接会」の開催 

  9 月の「障害者雇用支援月間」に合わせて、障害者・事業主双方への就業に関する

出会いの場を提供するために「障害者就職面接会」を県内 2か所で開催します。 

 開催日時・場所 

日  時 会  場 

令和元年 9月 20 日（金） 

午後 1時～4時 
ホテル さつき苑 

令和元年 9月 30 日（月） 

午後 1時～4時 
鹿児島サンロイヤルホテル 

 

有効求人数     40,976 人  対前年同月比 1.3％増（2か月連続の増加） 

 有効求職者数    31,157 人   対前年同月比 1.3％減（19 か月連続の減少） 

 有効求人倍率     1.35 倍   対前月比 0.01 ポイント減 

 職場における健康確保対策の普及促進を図るため、９月５日から県内 20 か所

（約 1400 名参加予定）で、全国労働衛生週間説明会が開催されます。 
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7 月の有効求人倍率は 1.35 倍で、前月を 0.01 ポイント下回る 
 

鹿児島県の 7月の有効求人倍率（季節調整値）は 1.35 倍となり、前月を 0.01 ポイント下回りました。 

新規求人倍率（同）は 1.93 倍となり、前月を 0.07 ポイント下回りました。 

正社員有効求人倍率（原数値）は 1.01 倍となり、前年同月（0.94 倍）を 0.07 ポイント上回りました。 

新規求人数（同）は前年同月に比べ、2.1％増と 2 か月連続で増加しました。 

産業別では、前年同月に比べ、建設業（3.4％減）は3か月ぶりの減少、製造業（17.8％減）は3か月連続

の減少､運輸業、郵便業（26.7％増）は 2 か月連続の増加、卸売業、小売業（24.2％増）は 5 か月ぶりの増

加、宿泊業、飲食サービス業（22.3％減）は 2 か月連続の減少、医療、福祉（6.5％増）は 10 か月連続の増

加、その他のサービス業（3.2％減）は 3か月連続の減少となりました。 

新規求職者数（同）は前年同月に比べ 2.2％増と 16 か月ぶりの増加となりました。 

新規常用求職者について態様別に前年同月比でみると、在職求職者(0.8％増)は 16 か月ぶりの増加、

離職求職者（4.3％増）は 6 か月ぶりの増加、無業求職者（6.0％減）は 5か月連続の減少となりました。 

離職求職者の内訳では、事業主都合離職者(7.8％減)は 6か月連続の減少、自己都合離職者（8.2％増）

は 6か月ぶりの増加となりました。 

政府の7月の月例経済報告では、生産は上方修正され、個人消費、設備投資、輸出、生産、企業収益、

雇用情勢、消費者物価については、いずれの項目も据え置かれました。景気の基調判断は、「輸出を中心

に弱さが続いているものの、緩やかに回復している」と据え置かれました。また、雇用情勢は「着実に改善

している」と据え置かれました。 

鹿児島県の雇用情勢は、有効求人倍率（季節調整値）が39か月連続で1倍台となり、全体としては引き

続き改善しているものの、今後の求人・求職の動きには注視してまいります。 

鹿児島労働局では、現下の雇用情勢に適切に対応するため、若者・女性・障害者・高年齢者の就業実

現、地域の実情を踏まえた公共職業訓練や求職者支援訓練の推進、就職困難者等すべての求職者の就

労に向けた重層的なセーフティネットの構築による就労・生活支援対策に積極的に取り組み、今後とも一

層効果的な行政の展開に努めてまいります。 
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鹿 児 島 労 働 局   職 業 安 定 部
　職 業 安 定 課 長
　地方労働市場情報官

最　近　の　雇　用　失　業　情　勢

概　　況

　なお、全国の７月の有効求人倍率(  季節調整値  )は1.59倍となり、前月を0.02ポイント下回った。

１.　求人倍率の推移(  パートを含む、年度平均は原数値、各月は季節調整値  )

26
年度

27 28 29 30
30年
7月

8月 9月 10月 11月 12月
31年
1月

2月 3月 4月
元年
5月

6月 7月

本県 0.78 0.89 1.06 1.23 1.32 1.33 1.34 1.33 1.34 1.35 1.34 1.31 1.32 1.34 1.37 1.37 1.36 1.35

全国 1.11 1.23 1.39 1.54 1.62 1.62 1.63 1.63 1.62 1.63 1.63 1.63 1.63 1.63 1.63 1.62 1.61 1.59

本県 1.24 1.36 1.59 1.78 1.92 1.95 1.89 1.89 1.94 1.89 1.84 1.98 1.97 1.94 2.11 1.99 2.00 1.93

全国 1.69 1.86 2.08 2.29 2.42 2.41 2.39 2.44 2.40 2.40 2.40 2.48 2.50 2.42 2.48 2.43 2.36 2.34

*30年12月以前の各月の季節調整値（下線部分）は季節調整値替済み

２.　求人の動き(  パートを含む、原数値  )
7月の新規求人数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ2.1％増と2ヶ月連続の増加となった。

7月の新規求人数（同）を産業別に前年同月比でみると、【建設業】（3.4％減）は3ヶ月ぶりの減少、【製造業】（17.8％減）

は3ヶ月連続の減少､【運輸業、郵便業】（26.7％増）は2ヶ月連続の増加､【卸売業、小売業】（24.2％増）は5ヶ月ぶりの増加、

【宿泊業、飲食サービス業】（22.3％減）は2ヶ月連続の減少、【医療、福祉】（6.5％増）は10ヶ月連続の増加、【サービス業】

（3.2％減）は3ヶ月連続の減少となった。

　7月の有効求人数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ1.3％増と2ヶ月連続の増加となった。

(   ) 内前年同月比(％)

  新規求人数

Ｄ　建設業

Ｅ　製造業

－ １ －

1,309

(25.0)

有効求人数

(▲ 15.0)
Ｍ　宿泊業、飲食サー
     ビス業

4,593

1,611

750

1,282

(4.8)1,384(4.0)

(▲ 20.7) 574

2,901

(▲ 12.5)(▲ 22.0) 1,163

(▲ 1.2)

1,099

(▲ 10.9)

(▲ 15.7) 1,062

4,411

2,221

1,288

(10.2)

665

4,232

(11.1)

577

1,952

40,815

1,2461,459

(22.2)

(3.4)

Ｒ　サービス業（他に
分類されないもの）

40,976 (1.3)

(▲ 3.2)

(6.5)

(▲ 22.3)

4,495

(▲ 7.8)

(26.7)

1,600

1,071(▲ 1.5)

1,949

1,498

(9.9)

(1.2)43,357 40,872(▲ 1.1)(2.3)

1,771

1,418

1,691

4,253

41,923

(▲ 3.8)

1,166

(8.0)

2,292

(6.7)

(3.3)

15,523

(▲ 1.5)

(2.2) (2.1)

6月

14,335

(▲ 13.7)(1.1)

(▲ 3.7)

(25.4)

(24.2)

1,223

634

15,272

7月

H　運輸業、郵便業

Ｉ　卸売業、小売業

(6.6)

(1.5)

Ｐ　医療、福祉

(▲ 3.4)1,170

(2.5) (▲ 3.5)

1,109

重　久　　健
渡邊　正一

　・鹿児島県の７月の有効求人倍率(  季節調整値  )は1.35倍となり、前月を0.01ポイント下回った。
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３.　求職の動き(パートを含む、原数値。 但し、※「うち３４歳以下」と、※（新規常用求職者態様別内訳）は臨時・季節を除く常用。）
 　7月の新規求職者数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ2.2％増と16ヶ月ぶりの増加となった。

   新規常用求職者について態様別に前年同月比でみると、在職求職者（0.8％増）は16 ヶ月ぶりの増加となった。

   また、離職求職者(4.3％増）は6ヶ月ぶりの増加、無業求職者（6.0％減 ）は5ヶ月連続の減少となった。

　 離職求職者の内訳をみると、事業主都合離職者（7.8％減）は6ヶ月連続の減少となった。

　 自己都合離職者（8.2％増）は6か月ぶりの増加となった。

　7月の受給資格決定件数(6.1％増)は3ヶ月ぶりの増加となった。

   また、受給者実人員（1.5％増）は2ヶ月連続の増加となった。

　7月の有効求職者数（パートを含む、原数値）は、前年同月に比べ1.3％減と19ヶ月連続の減少となった。

(   ) 内前年同月比(％)

新規求職者数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

うち65歳以上

有効求職者数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

うち６5歳以上

※( 新規常用求職者態様別内訳 ) (   ) 内前年同月比(％)

在職求職者

離職求職者

うち事業主都合

うち自己都合

無業求職者

　　　　　　

４.　就職の動き(パートを含む。但し、※「うち３４歳以下」は臨時・季節を除く常用。）
7月の就職件数（パートを含む）は、前年同月に比べ1.6％減と5ヶ月連続の減少となった。

(   ) 内前年同月比(％)

就職件数

※うち３４歳以下

うち５５歳以上

うち６5歳以上

５.　完全失業率(  全国  )

  完全失業率        (  ％  )

  完全失業者数  (  万人  )

※完全失業率は季節調整値
* 下線部分は季節調整替え済み

資料出所：総務省統計局「労働力調査 」
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(0.3)

(▲ 0.4)

(2.8)

3,992
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6.正社員の職業紹介状況（原数値）
(   ) 内前年同月比(求人数、求職者数は％、その他はポイント)

※常用フルタイム求職者・・・・パート及び4カ月未満の臨時を希望する求職者以外の求職者

7.令和元年度　鹿児島労働局　安定所別　有効求人倍率（原数値） ※パートタイムを含む　様式３

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年度計

有効求職 12,467 12,487 12,296 11,914 49,164
有効求人 18,412 16,909 17,115 17,507 69,943
求人倍率 1.48 1.35 1.39 1.47 1.42
有効求職 4,327 4,212 4,036 3,928 16,503
有効求人 5,498 5,347 5,314 5,343 21,502
求人倍率 1.27 1.27 1.32 1.36 1.30
有効求職 2,255 2,197 2,099 1,987 8,538
有効求人 2,518 2,522 2,494 2,487 10,021
求人倍率 1.12 1.15 1.19 1.25 1.17
有効求職 1,584 1,550 1,506 1,510 6,150
有効求人 2,251 2,103 2,102 2,136 8,592
求人倍率 1.42 1.36 1.40 1.41 1.40
有効求職 488 465 431 431 1,815
有効求人 729 722 718 720 2,889
求人倍率 1.49 1.55 1.67 1.67 1.59
有効求職 4,559 4,474 4,367 4,109 17,509
有効求人 5,622 5,512 5,492 5,557 22,183
求人倍率 1.23 1.23 1.26 1.35 1.27
有効求職 2,898 2,858 2,820 2,776 11,352
有効求人 3,686 3,594 3,636 3,729 14,645
求人倍率 1.27 1.26 1.29 1.34 1.29
有効求職 1,661 1,616 1,547 1,333 6,157
有効求人 1,936 1,918 1,856 1,828 7,538
求人倍率 1.17 1.19 1.20 1.37 1.22
有効求職 4,226 4,232 4,136 3,987 16,581
有効求人 4,765 4,561 4,659 4,587 18,572
求人倍率 1.13 1.08 1.13 1.15 1.12
有効求職 1,522 1,539 1,507 1,464 6,032
有効求人 1,649 1,568 1,645 1,602 6,464
求人倍率 1.08 1.02 1.09 1.09 1.07
有効求職 1,705 1,705 1,665 1,593 6,668
有効求人 1,810 1,797 1,792 1,805 7,204
求人倍率 1.06 1.05 1.08 1.13 1.08
有効求職 999 988 964 930 3,881
有効求人 1,306 1,196 1,222 1,180 4,904
求人倍率 1.31 1.21 1.27 1.27 1.26
有効求職 5,342 5,147 5,086 4,915 20,490
有効求人 6,299 5,982 5,884 5,689 23,854
求人倍率 1.18 1.16 1.16 1.16 1.16
有効求職 4,541 4,341 4,288 4,155 17,325
有効求人 5,525 5,165 5,078 4,904 20,672
求人倍率 1.22 1.19 1.18 1.18 1.19
有効求職 801 806 798 760 3,165
有効求人 774 817 806 785 3,182
求人倍率 0.97 1.01 1.01 1.03 1.01
有効求職 650 649 706 591 2,596
有効求人 758 732 666 639 2,795
求人倍率 1.17 1.13 0.94 1.08 1.08
有効求職 1,968 1,834 1,763 1,713 7,278
有効求人 2,003 1,772 1,742 1,654 7,171
求人倍率 1.02 0.97 0.99 0.97 0.99
有効求職 33,539 33,035 32,390 31,157 130,121
有効求人 43,357 40,815 40,872 40,976 166,020
求人倍率 1.29 1.24 1.26 1.32 1.28

鹿児島地域 ・・・鹿児島 北薩地域 ・・・川内、出水、宮之城 大隅地域 ・・・鹿屋、大隅 南薩地域 ・・・加世田、伊集院、指宿

姶良地域 ・・・国分、大口 熊毛地域 ・・・熊毛 奄美地域 ・・・名瀬
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(5.3)

(0.01)1.12

(0.10) 1.01 (0.07)

(0.02)

1.00(0.08)0.95 (0.10)

(3.6)(5.1) 18,823

1.10

18,518(▲ 3.5)18,912(▲ 5.6)19,439(▲ 4.6)19,970(▲ 6.4)

58.4% (▲ 0.4) 59.4%(▲ 0.4)58.8%(▲ 0.5)59.5%(▲ 1.5)

７月６月

(0.18)

(2.1)

５月

正社員新規求人数 6,392 (3.9) 6,637

平成30年度

４月(  月平均  )

(0.13)

(4.80)

1.12 (0.12)

平成31年 令和元年

(▲ 0.1)

(▲ 0.3)45.4% (2.5)

6,449

1.33 (0.12)

(0.4) 60.2% (▲ 0.1)

(▲ 4.2) 4,541

61.6% (0.0)

47.1%

62.9%

(▲ 6.9)4,851

(3.0) 42.5%

(1.6)

1.43 (▲ 0.01)

有効常用フルタイム
求職者数

全新規求職者における
構成比

正社員新規求人倍率 1.30

62.5% (▲ 1.4)

43.1% (0.7)

18,731

1.51

(6.7)

6,748 (8.9) 6,497

1.08 (0.06) 1.07 (0.04)

46.1%

4,462

18,890

43.6% (1.0) 45.4%

1.13 (0.10)

正社員有効求人倍率 0.95

18,080 (4.5) 18,516

0.95 (0.09)

(▲ 0.4)

全新規求人における
構成比 42.5% (0.6) 42.8% (1.2)

全求職者における
構成比 60.1%

19,041 (▲ 1.9)

新規常用フルタイム
求職者数 4,909 (▲ 6.9) 5,901 (▲ 6.9)

(2.4) 45.7% (1.7)
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全国労働衛生週間の実施について 
～県内 20 か所で説明会を開催～ 

 

 

職場における健康確保対策の普及促進を図るため、９月５日から県
内 20 か所（約 1400 名参加予定）で、全国労働衛生週間説明会が開催
されます。（資料１参照） 

 
全国労働衛生週間は、働く人の健康の確保・増進を図り、快適に働

くことができる職場づくりに取り組む週間です。 
昭和 25 年から始まり、国民の労働衛生に関する意識を高め、職場

における自主的な労働衛生管理活動を通じた労働者の健康確保に大
きな役割を果たしてきたところであり、今年で第 70 回を迎えます。 

 
今年度の全国労働衛生週間は、 
『健康づくりは 人づくり みんなでつくる 健康職場』 

をスローガンとして、10 月１日から７日までを本週間とし、９月１
日から 30 日までを準備期間として展開されます。（資料２参照） 
  
 鹿児島労働局及び管内労働基準監督署では、この機会に、企業にお
ける自主的な労働衛生管理活動の大切さの再認識と、誰もが安心して
健康に働ける職場づくりに向けた実施事項等について、周知を図って
いくこととしています。 
 

 
 
 
資料１ 令和元年度 全国労働衛生週間説明会 日程表 
資料２ 第 70 回 全国労働衛生週間（リーフレット） 

 

令和元年８月 30 日（金） 

【照会先】 

鹿児島労働局労働基準部健康安全課 

   健 康 安 全 課 長  榎園 和彦 

   健康安全課長補佐  前野 吉春 

（直通電話）099-223-8279 

Press Release 

厚生労働省 

鹿児島労働局 



会場 所在地

9月9日 (月) 13:30 ～ 枕崎市民会館 第1会議室 枕崎市千代田町

9月10日 (火) 13:30 ～
南さつま市総合保健福祉センター
「ふれあいかせだ」いにしへホール

南さつま市加世田川畑

9月11日 (水) 14:00 ～
鹿児島総合卸商業団地協同組合
オロシティーホール２Ｆ大会議室

鹿児島市卸本町

9月13日 (金) 14:00 ～ ホテルアクシアくしきの２階みさきの間 いちき串木野市長崎町

9月18日 (水) 14:00 ～
鹿児島県歴史資料センター黎明館
２階講堂

鹿児島市城山町

9月19日 (木) 13:30 ～ 種子島建設会館 西之表市鴨女町

9月20日 (金) 14:00 ～ 指宿市民会館 ２階大会議室 指宿市東方

9月25日 (水) 10:00 ～
屋久島環境文化村センター
レクチャー室

熊毛郡屋久島町宮之浦

9月9日 （月） 13:30 ～ 薩摩川内市国際交流センター 薩摩川内市天辰町

9月11日 （水） 14:00 ～ 出水市音楽ホール 出水市文化町

9月13日 (金) 14:00 ～ 鹿屋市中央公民館 鹿屋市北田町

9月20日 (金) 13:30 ～ 志布志市文化会館 志布志市志布志

9月12日 (木) 14:00 ～ 伊佐市文化会館 伊佐市大口鳥巣

9月13日 (金) 14:00 ～ 姶良市文化会館 加音ホール 姶良市加治木町木田

9月5日 (木) 13:30 ～ 喜界町中央公民館 大島郡喜界町赤連

9月10日 (火) 13:30 ～ 和泊町商工会館 大島郡和泊町和泊

9月11日 (水) 15:00 ～ 与論町中央公民館 大島郡与論町茶花

9月18日 (水) 10:00 ～ 奄美振興会館（奄美文化センター） 奄美市名瀬長浜町

9月20日 (金) 13:30 ～ 瀬戸内建設会館 大島郡瀬戸内町古仁屋

9月26日 (木) 13:30 ～ 徳之島建設会館 大島郡徳之島町亀津

名
瀬
署
管
内

令和元年度 全国労働衛生週間説明会 日程表
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資料１



第70回 全国労働衛生週間
令和元年10月１日（火）～７日（月）［準備期間：９月１日～30日］

「全国労働衛生週間」は、労働者の健康管理や職場環境の改善など『労働衛生』に関する国民の意識を高め、

職場の自主的な活動を促して労働者の健康を確保することを目的として、毎年実施しており、今年で70回目に

なります。各職場においては下記のような様々な取組を展開し、誰もが安心して健康に働ける職場づくりへの

ご協力をお願いします。

健康づくりは 人づくり みんなでつくる 健康職場
〈スローガン〉

主 唱 厚生労働省、中央労働災害防止協会

協 賛 建設業労働災害防止協会、陸上貨物運送事業労働災害防止協会、港湾貨物運送事業労働災害
防止協会、林業・木材製造業労働災害防止協会

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

全国労働衛生週間（10月1日～7日）
に実施する事項

・事業者または総括安全衛生管理者による職場巡視
・労働衛生旗の掲揚およびスローガンなどの掲示
・労働衛生に関する優良職場、功績者などの表彰
・有害物の漏えい事故、酸素欠乏症などによる事故など
緊急時の災害を想定した実地訓練などの実施

・労働衛生に関する講習会・見学会などの開催、
作文・写真・標語などの掲示、その他労働衛生の
意識高揚のための行事などの実施

２．労働衛生３管理の推進など ３．作業の特性に応じた事項 ４．東日本大震災及び平成28年熊本地震に関連する労働衛生対策の推進

準備期間（９月１日～30日）
に実施する事項

重点事項 ※ 詳細は下表をご覧ください

・過重労働による健康障害防止のための総合対策
の推進

・労働者の心身の健康の保持増進のための指針など
に基づくメンタルヘルス対策の推進

・化学物質による健康障害防止対策に関する事項
・石綿による健康障害防止対策に関する事項
・受動喫煙防止対策に関する事項
・治療と仕事の両立支援対策の推進に関する事項
・その他の重点事項

過重労働による
健康障害防止

①時間外・休日労働の削減、年次有給休暇の取得促進および労働時間などの設定の改善によるワーク・ライフ・バランスの推進
②事業者によるワーク・ライフ・バランスの推進や過重労働対策を積極的に推進する旨の表明
③改正労働安全衛生法（平成31年４月１日施行）に基づく、労働時間の状況の把握や長時間労働者に対する医師の面接指導などの実施
の徹底

④健康診断の適切な実施、異常所見者の業務内容に関する医師への適切な情報提供、医師からの意見聴取および事後措置の徹底 ほか

メンタルヘルス
対策

①事業者によるメンタルヘルスケアを積極的に推進する旨の表明
②衛生委員会などの調査審議を踏まえた「心の健康づくり計画」の策定、実施状況の評価および改善
③４つのメンタルヘルスケア（セルフケア、ラインによるケア、事業場内産業保健スタッフなどによるケア、事業場外資源によるケ
ア）の推進に関する教育研修・情報提供

④労働者が産業医や産業保健スタッフに直接相談できる仕組みなど、労働者が安心して健康相談を受けられる環境整備
⑤ストレスチェック制度の適切な実施、ストレスチェック結果の集団分析およびこれを活用した職場環境改善の取組 ほか

化学物質による
健康障害防止対策

①製造者・流通業者が化学物質を含む製剤などを出荷する際のラベル表示・安全データシート（SDS）交付の状況の確認
②SDSにより把握した危険有害性についてリスクアセスメントの実施とその結果に基づくリスク低減対策の推進
③ラベルやSDSの内容やリスクアセスメントの結果について労働者に対する教育の推進 ほか

石綿による
健康障害防止対策

①吹付石綿などが損傷、劣化し、労働者が石綿などにばく露するおそれがある建築物などにおける吹付石綿、保温材などの除去、封じ
込めなどの徹底（貸与建築物などの場合において貸与者などに措置の実施を確認し、または求めることを含む。）

②石綿にばく露するおそれがある建築物などにおいて労働者を設備の点検、補修などの作業などで臨時で就業させる業務での労働者の
石綿ばく露防止 ほか

受動喫煙防止対策
①「職場における受動喫煙防止のためのガイドライン」に基づく必要な対策の実施
②支援制度（専門家による技術的な相談支援、喫煙室の設置等に係る測定機器の貸出し、喫煙室の設置等に係る費用の助成）の効果的
な活用

治療と仕事の
両立支援

①事業者による基本方針などの表明と労働者への周知 ②研修などによる両立支援に関する意識啓発
③相談窓口などの明確化 ④両立支援に活用できる休暇・勤務制度や社内体制の整備
⑤治療と仕事の両立を支援するための制度導入などに関する助成金、産業保健総合支援センターによる支援の活用

その他
①職場における腰痛予防対策指針による腰痛の予防対策の推進
②「STOP!熱中症 クールワークキャンペーン」に基づく熱中症予防対策の徹底 ③事務所や作業場における清潔保持

準備期間に実施する事項（１．重点事項） （抜粋）

maenoy
フリーテキスト
資料２



主な取組事項については、以下の支援体制をご活用ください。

メンタルヘルス対策

受動喫煙防止対策

化学物質管理

腰痛予防対策

治療と仕事の両立支援

産業保健総合支援

産業保健総合支援センター
検 索

治療と仕事の両立 検 索

職場のあんぜんサイト 化学物質 検 索

職場 受動喫煙 検 索

腰痛予防対策講習会 検 索 働き方改革特設

検 索

働き方改革

陸上貨物運送・社会福祉・保健衛生業を対象とした
腰痛予防対策の講習会（無料）を実施しています。

（腰痛予防対策講習会申込HP↓）
https://seminar.tairapromote.co.jp/yotsu-yobo

働く方の置かれた個々の事情に応じ、多様な働き
方を選択できる社会を実現することを目的に、長
時間労働の是正や多様で柔軟な働き方の実現など
のための措置を講じます

（働き方・休み方改善ポータルサイト↓）
https://work-holiday.mhlw.go.jp/
・企業の働き方改革の取組を知りたい
・制度、支援策を知りたい
・企業の「ゆう活」の取組事例を
知りたい

・仕事の進め方などの課題別の対策を知りたい

（働き方改革特設サイト↓）
https://www.mhlw.go.jp/hatarakikata/
・働き方改革関連法とは？
（労働時間の上限規制、年次有給休暇の時季指定など）
・助成金のご案内

職場の受動喫煙防止に取り組む事業者を支援します。

（職場における受動喫煙防止対策について↓）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
koyou_roudou/roudoukijun/anzen/kitsuen/index.html

【受動喫煙防止に関する各種支援事業】
・受動喫煙防止対策補助金
・受動喫煙防止対策に関する相談事業
・たばこ煙濃度など測定のための機器の貸し出し

メンタルヘルスに関する、法令・通達・マニュアルを掲
載しているほか、「ストレスチェック実施プログラム
（無料）」が利用できます。
https://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/
anzeneisei12/

働く人のメンタルヘルスポータルサイト「こころの耳」
では、メール・電話相談窓口を設置しているほか、職場
復帰支援の取組事例などを紹介しています。
http://kokoro.mhlw.go.jp/

メンタルヘルス対策・過重労働対策

「ラベルでアクション」をキャッチフレーズに、危険
有害性に応じたリスクアセスメントを着実に実施して
いただくための情報を提供しています。
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/
kag/kagaku_index.html

こころの耳
検 索

検 索

産業保健総合支援センターでは、職場のメンタルヘル
ス対策や「治療と仕事の両立支援」などの産業保健活
動を支援するため、企業への訪問指導や相談対応、研
修などを実施しています。また、地域窓口（地域産業
保健センター）では、小規模事業場を対象に、医師に
よる健康相談などを実施しています。
https://www.johas.go.jp/shisetsu/tabid/578/
Default.aspx

ストレスチェックの実施や職場環境の改善、
心の健康づくり計画の作成、小規模事業場
の産業医活動などに対して、事業主に費用
の助成を行っています
https://www.johas.go.jp/sangyouhoken/tabid/1389/Defaul
t.aspx

産業保健関係助成金

検 索

ガイドラインや関連通達、助成金等を紹介しています。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000115267.html

「治療と仕事の両立支援ナビ」では企業の
取組事例、各地で開催するシンポジウムや
セミナー等を紹介しています。
https://chiryoutoshigoto.mhlw.go.jp

働き方休み方改革
検 索



新規高等学校卒業予定者に対する県内の求人倍率は  

1.34 倍  平成以降最高値 

 

令和 2 年 3 月新規高等学校卒業予定者の令和元年 7 月末現在の職

業紹介状況について公表いたします。 

県内の事業所からハローワークへ提出された求人数は 5,536 人と

前年同月と同数となりました。 

 産業別では、人手不足等もあり、建設業（6.1％（49 人）増）、

運輸業・郵便業（10.5％（30 人）増）を中心に増加する一方で、製

造業（▲5.9％（79 人）減）については減少となりました。 

 求職者については、4,138 人と前年同月に比べ 1.1％減（48 人

減）となり、その結果、高校生に対する県内の求人倍率は 1.34 倍

（※）と前年同月に比べ 0.02 ポイント上昇し、平成以降過去最高

となりました。 

（※）今回の発表より求人倍率については、求職者の希望が県内・県外及び進学も

含め、刻々と変わっていくことから、厚生労働本省発表の求人倍率の算出方法に合

わせ、全求職者に対する県内で受理した求人数の割合に変更。 

 今後は、9 月 16 日から企業による採用内定が始まりますが、引き

続き関係機関とも連携し、ひとりでも多くの生徒が就職できるよう

支援を行ってまいります。 

（鹿児島労働局 職業安定部 訓練室） 



 

 

 

 

 

 

報道関係者  各位 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月新規高等学校卒業予定者職業紹介状況（令和元年７月末現在） 

～高校生に対する県内の求人倍率は1.34倍 平成以降最高値～ 

 

 

鹿児島労働局（局長 小林 剛）では、令和２年３月新規高等学校卒業予定者の求人・求

職状況などの把握のための調査を行い、令和元年７月末現在の状況を取りまとめましたの

で公表します。 

 

【結果の概要】 
 

 
〇 求 人 数  5,536人 対前年同月と同数※１ 

〇 求 職 者 数  4,138人 同1.1％（48人）の減※２ 

〇 求 人 倍 率   1.34倍 同0.02ポイント上昇※３（平成以降最高値） 
 

 

※1. 求人数は、鹿児島県内で受理したものを計上しています。 

※2. 求職者数は、学校やハローワークからの職業紹介を希望する生徒です。 

※3. 求人倍率は、厚生労働省本省発表にあわせて全求職者と県内求人により算出しています。 

 

今後は、９月５日から学校が企業への生徒の応募書類の提出を開始し、９月 16 日から企

業による採用内定が始まります。 

鹿児島労働局・各公共職業安定所では、今年度も学校等関係機関と連携し、ひとりでも多

くの生徒が希望どおりに就職できるよう支援します。 

次回は、９月末現在の求人・求職・就職内定状況などをとりまとめて公表する予定です（10

月下旬公表予定）。 

令和元年８月30日 

【照会先】 

鹿児島労働局職業安定部 訓練室 

室  長  右田 裕幸（内線120） 

室長補佐  東  省吾（内線121） 

電  話  099-219-8711 



鹿児島労働局

計 男 女 計 男 女 人数 増減率・P

1 求 人 数 5,536 5,536 0 ±0

2 求 職 者 数 4,138 2,320 1,818 4,186 2,320 1,866 ▲48 ▲1.1%

う　ち　県　内　⑴ 2,186 1,083 1,103 2,227 1,117 1,110 ▲41 ▲1.8%

う　ち　県　外　　 1,952 1,237 715 1,959 1,203 756 ▲7 ▲0.4%

求職者数に占める
県内求職者数の割合

【　⑴ / ２　】
52.8% 46.7% 60.7% 53.2% 48.1% 59.5% － ▲0.4P

求 人 倍 率

【 １ / ２ 】

＊求人数は、県内のハローワークで受理した求人数です。

＊求職者数は、学校又はハローワークの紹介を希望する生徒の状況です。

－ 0.02P3 1.34 1.32

新規学校卒業者の求人・求職・就職の状況
〈 令 和 2 年 3 月 卒 業 予 定 者 〉

区　　　　　　　分
令和元年7月末現在 前 年 同 月 対前年
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鹿児島労働局

　　＊　求人数は、県内のハローワークで受理した求人数です。

　　＊　求職者数は、学校又はハローワークの紹介を希望する生徒の状況です。

平成22年度

（23年3月卒）

平成23年度

（24年3月卒）

平成24年度

（25年3月卒）

平成25年度

（26年3月卒）

平成26年度

（27年3月卒）

平成27年度

（28年3月卒）

平成28年度

（29年3月卒）

平成29年度

（30年3月卒）

平成30年度

（31年3月卒）

令和元年度

（2年3月卒）

求人数 1,126 1,449 1,682 2,095 2,748 3,521 3,828 4,888 5,536 5,536

求職者数 4,955 4,797 4,636 4,396 4,346 4,252 4,023 4,154 4,186 4,138

求人倍率 0.23 0.30 0.36 0.48 0.63 0.83 0.95 1.18 1.32 1.34
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「障害者就職面接会」を開催します 
 

 平成30年度の県内のハローワークによる障害者の就職件数は過去最高となる

など、障害者の雇用は確実に進んでいますが、一方で、障害者雇用の義務のあ

る企業のうち、雇用率達成企業の割合が平成 30 年 6 月時点で約 6 割（59.1％）

の状況であることから、さらなる雇用促進が求められます。 

 このようなことから、障害者の職業的自立の意欲を喚起するとともに障害者

の雇用に関する国民、とりわけ事業主の関心と理解を一層深めるための障害者

雇用支援運動として実施される 9 月の「障害者雇用支援月間」に合わせて、障

害者・事業主双方への就業に関する出会いの場を提供するために「障害者就職

面接会」を県内 2 か所で以下のとおり開催します。 

 

 

 

日 時 会 場 主 催 問合せ先 

 

9 月 20 日（金） 

午後 1時～4時 

 

ホテル さつき苑 

（鹿屋市西原 1-9-10） 

 

ハローワーク鹿屋 0994-42-4135 

ハローワーク大隅 099-482-1265 

9 月 30 日（月）

午後 1時～4時 

サンロイヤルホテル 

（鹿児島市与次郎 1-8-10） 
ハローワーク鹿児島 099-250-6071 

 

（鹿児島労働局職業安定部職業対策課） 



鹿屋・大隅地区 

障害者就職面接会 

主催 鹿屋公共職業安定所 大隅公共職業安定所 鹿児島労働局 
後援 鹿屋市 

  

  
  

  

  

  

  

  
  

  

    

  

  

持ち物 ①履歴書（写真貼付・応募企業数に応じて複数枚） 
      ②応募票（コピー可） 
      ③障害を確認できるもの（障害者手帳など） 

参加ご希望の方は、事前にハローワークにお申し込みください 

★令和２年３月新規高等学校卒業 
 予定者については、正式応募前の 
 「面談会」となります。（正式応募は 
 令和２年１月以降となります。） 

お問い合わせ 
ハローワークかのや 障害者担当 
 電話 ０９９４－４２－４１３５ 

第一 
鹿屋中 

西原小 

ホテルさつき苑 
セブンイレブン 

  

ハローワーク
鹿屋 

鹿屋女子高 



参加企業数４0社
参加企業の求人情報は８月２０日以降、ハローワ―ク、
ﾊﾛｰﾜｰｸｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ(一部企業除く）、鹿児島労働局・鹿児島県
庁のホームページにて公開予定。

※参加企業情報公開後、事前に参加申し込みを受付します。
（下記参照）

★面接会に参加するには、ハローワークへの事前申込みが必要です(申込締切９月13日)

★当日は、筆記用具・履歴書（職務経歴書）・応募票をお持ちください

ホテルシャトルバスのご案内：
鹿児島中央駅発　　11：22　13：45　14：22

★駐車場の数に限りがあります。なるべく公共交通機関またはホテルのシャトル
バスをご利用ください

★当日は、手話通訳者・要約筆記者を配置します

フレスポ
ジャングルパーク

市民文化ホール

県立鴨池
陸上競技場

県営

南日本新聞社
ＫＹＴ

鹿大 鹿児島
サンロイヤルホテル

サブトラック

テニスコート

文化公園

市民文化ホール北口

錦江湾

Ｒ２２５ 米盛病院

ニトリ


